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か わ の

野 貴
た か し
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　普段は、「温厚半分、冗談半分」で生きている
河野委員長ですが、就任後数ヶ月でコロナ禍に突
入し、えらいこっちゃと頭を抱えつつ、人事院規
則に基づく健康安全委員会の設置をしつこいくら
いに訴え続け、本局幹部による委員会を立ち上げ
させたり、初の緊急事態宣言直後には、「コロナ
緊急要求書」を発出。局長交渉では身振り手振り
を交え、熱い「近畿魂」で追及を行い、奮闘して
います。
　なかでも、コロナ発生から約1年が経過した
2021年2月の局長交渉では、「失礼な言い方をさ「失礼な言い方をさ

せていただきますが、1年間いったい何をやっていたんですか！」せていただきますが、1年間いったい何をやっていたんですか！」と、当
時の局長を一喝。それまで、出勤回避のためのテレワークツールが、数の
制約により全員に配布されておらず、出勤状況にあわせて職員どうしが接
触して交換し合うという状況でしたが、2ヶ月後の4月より非常勤職員を
含む職員全員への配布を実現させました。その後、デルタ株、オミクロン
株が発生し、コロナ感染者は急増したため、テレワーク環境が整備されて
良かった、と胸をなでおろしました。大幅増員、長時間勤務とハラスメン
ト撲滅が喫緊の課題。若い人が安心して働き続けられ、そして誰もが自分
自身に胸を張り定年を迎える。そんな職場をめざしたいと思います。
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ば
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。
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13000号は49年間の成果‼

技術センター分会「プールかわら版」は週1発行を継続しています。

震災後１週間で復活させ、毎日
発行している、兵庫国道分会の
「兵国ニュース」。当時の職場や
地域の大変な状況が手に取るよ
うにわかります。

連載連載
～あなたの支部のこと聞かせてください～～あなたの支部のこと聞かせてください～

第第１１回回

の

今月の 「国交労組」今月の 「国交労組」
震災にも圧力にも負けずにとりくむ

…1　　連載 支部インタビュー
「人材不足への対応」で1万円賃上げも

…2　　22春闘情勢速報
より良い職場をつくるため

…3　　全国待遇改善委員会
読んでる？出してる？機関紙交流

…4　　九州運輸支部 「九州」他
非正規公務員の雇用安定と処遇改善を

…5　　オンライン学習会
ニューカマーのキミも、これからのキミも

…6　　ワンコイン共済


